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である。国家単位レベルの世界的な規模で、さらにひとつの国のなかにおける階層間・地域間・産
業間の、とめどもない格差の拡大と新しい貧困の出現が顕わになってきた。ピケティは、『21世紀の
資本』のなかで過去300年間の税務統計等の膨大な歴史的データ・資料を駆使して、資本主義は宿命
的に格差が拡大していくことを科学的・実証的に明らかにした。現在の世界資本主義が直面してい
る歴史的・構造的問題を包括的に明らかにした。その上でピケティは、この絶望的な資本主義の宿
痾から抜け出すための手だてとして、資本主義を相対化し客観的に捉え、民主主義の力を強化して、
資本税の導入などによって富の再配分を拡充するなど、資本主義経済の外部からの政治的な力の導
入が必要であると説く。さらに、階層間の格差を縮小し社会の平等を実現してゆくために、「教育」
の重要さを強調する。
かくして「経済学」は、19世紀のマルクス、20世紀のケインズそして21世紀のピケティと、それ
ぞれの時代の資本主義経済が直面した最も困難な課題に向き合ってきた。いま、経済学は、資本主
義がつくり出し、拡げてきた「格差」に正面から取り組むときである。
いま、その方法の“武器”として、マルクスが再び注目を集めている。いま、なぜマルクスなの
か。その背景には、次のような政治・経済状況があるといえる。第一に、現在の、経済面の「市場
至上主義・市場原理主義」と政治面の「新自由主義」の矛盾が顕在化してきたこと、マルクスにそ
の矛盾を解き明かすヒントが埋まっていること。第二に、格差のとめどもない拡大、新しい貧困の
出現によって、社会の分断が進み、国の内外で不寛容と排外主義が台頭してきたこと。
マルクスは、19世紀の半ば、成長著しい資本主義経済の深刻な問題点や矛盾を冷静に、科学的に
観ていこうとする研究者としての顔を持っていた。『資本論』は、この方法で書かれた徹底的な理論
の書である。資本主義という経済システムに内在する矛盾や限界を科学的に解明している。新保守
主義イデオロギーに覆われて市場原理主義と狭隘な効率主義のもとで荒廃した資本主義経済システ
ムの病根を明らかにし、その本質的な解決の方向を提示する“武器”として、マルクス経済学は大
きな可能性を秘めていると言える。
格差拡大の果てに、分断と差別、排除と不寛容、そして“自分さえよければ病”が蔓延る現在の
社会を救済するために、今こそ「経済学」の責任は大きく重い。人間は、個々の能力差を調整し縮
めることで、仲間意識をもってコミュニティを形成し、“類”として歴史を刻んできた。いくたびも
繰り返してきた苛烈な対立と戦いの歴史のはてに獲得した、“人類の英知”である。21世紀を、連帯
と平等、包摂と寛容、そして持続可能な社会に向けて転換していく、その物質的土台作りを担うの
が「経済学」である。
